
(3)隆   合 1 2011年 (平成2_i土 高 表 ，
ヤ才

西
部
９
市
町
村

一
体
で
推
進
を

米
子
市
や
境
港
市
な
ど
の
上
水

道
は
大
山
山
麓
の
地
下
水
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。

そ
の
良
質
な
水

を
育
む
の
が
源
流
域
の
森
林
で
あ

る
。

森
は
水
の
浄
化
や
流
量
調
整

の
ほ
か
、

土
砂
を
防
い
だ
り
、
Ｃ

０２
を
吸
収
す
る
機
能
を
併
せ
持

つ
。

住
民
の
生
命
と
健
康
、

産
業

振
興
の
礎
で
あ
る
森
の
役
割
を
見

つ
め
直
し
、

森
に
親
し
み
、

守
る

取
り
組
み
を
鳥
取
県
西
部
の
官
民

が
協
力
し
て
推
し
進
め
た
い
。

上

・
下
流
域
の
交
流

森
林
資
源
の
利
活
用
や
森
を
生

か
し
た
地
域
産
業
の
育
成
を
目
的

に
昨
年
秋
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

一
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ

ャ
パ
ン
よ
本
部
・
日
南
町
）
は
、

下
流
域
の
住
民
に
森
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
．

２‐
日
に
は
国
野
川
源

流
の
渓
谷
散
策
と
源
流
の
碑
へ
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、

約
３０
人

が
参
加
す
る
予
定
だ
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
本
年
度
事
業
と
し

て
こ
の
ほ
か
、

生
き
て
い
る
木
を

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
今
月
４
日
、米

子
、

境
港
両
市
に
対
し
、

市
民
へ
の
事

業
の
Ｐ
Ｒ
や
、

両
市
が
日
南
町
で

育
成
し
て
い
る
水
源
か
ん
養
林
の

有
効
活
用
な
ど
を
要
望
し
た
。

こ

れ
を
受
け
、

境
港
市
は
２‐
日
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
ヘ
の
幹
部
職
員
の
参

加
を
決
め
、

両
市
と
も
一
連
の
事

と
し
て
購
入
し
た
。

両
市
と
も
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
植
樹
し
て
お

り
、　

一
定
期
間
を
経
て
の
売
却
を

視
野
に
入
れ
る
。

い
ず
れ
の
森
も

将
来
に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
財

産
だ
。

国
は
昨
秋
、

森
を
育
て
、

林
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

公
共
建

築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る

法
律
を
施
行
し
た
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
と
、

樹
齢
２５
年
程
度
、

直
径

２０
ォン程
度
の
本
で
も
加
工
を
通
じ

て
梁
や
小
さ
な
部
材
な
ど
に
利
用

で
き
る
と
い
う
。

森
の
恵
み
の
体

験
の
場
や
公
共
建
築
資
材
の
供
給

の
場
と
し
て

「市
民
の
森
」
を
一

層
活
用
す
る
道
を
、

両
市
に
は
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
．ャ

生
か
せ

「広
域
計
画
」

ま
た
、

両
市
を
は
じ
め
県
西
部

の
自
治
体
が
連
携
し
て
、

流
域
の

自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

活
動
も
重
要
だ
ろ
う
。
２
０
０
２

年
に
設
立
さ
れ
、

米
子
市
と
日
野

郡
３
町
、

民
間
企
業
約
８０
社
、

個

人
約
３
８
０
人
が
加
入
し
て
い
る

「日
野
川
の
源
流
と
流
域
を
守
る

会
」
は
そ
の
一
翼
を
担
い
、

本
年

度
も
９
～
１０
月
に
日
野
川
源
流
域

で
の
自
然
観
察
会
な
ど
を
行
う
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
同
会
の
活
動
が
す

そ
野
を
広
げ
、

よ
り
多
く
の
住
民

の
参
加
を
得
る
に
は
、

県
西
部
の

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
動
く
姿

勢
が
欠
か
せ
な
い
。

県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
は

先
月
の
正
副
管
理
者
会
議
で
、
９

市
町
村
の
広
域
連
携
指
針
と
な
る

「県
西
部
広
域
市
町
村
圏
計
画
」

を
来
年
２
月
を
目
標
に
策
定
す
る

方
針
を
決
め
た
。

今
後
本
格
化
す

る
協
議
の
中
で
、

民
間
と
一
緒
に

国
野
川
源
流
域
の
森
を
守
り
、

上

・
下
流
域
の
交
流
を
促
進
す
る
事

業
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う

か
「）

圏
域
と
し
て
森
林
の
大
切
さ

を
共
有
す
る
推
進
力
に
な
る
は
ず

だ
．

社

土
台
に
し
た
建
物

「ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
」
講
座
や
植
林
作
業
体
験
を
実

施
す
る
。

催
し
の
主
眼
に
置
く
の

が
、上
・
下
流
域
の
交
流
で
あ
る
。

森
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
い
忘
れ

が
ち
に
な
る
市
部
か
ら
源
流
域
を

訪
ね
、

森
の
尊
さ
を
体
感
し
、

時

に
林
業
に
携
わ
る
人
た
ち
の
話
に

耳
を
傾
け
、　

一
緒
に
作
業
す
る
３

子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
と
し

て
も
意
義
深
い
試
み
だ
っ

業
を
広
報
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま

ず
は
森
の
恵
み
に
感
謝
す
る
体
験

事
業
へ
の
参
加
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
。

米
子
市
は
１
９
６
７
年
か
ら
南

部
、

日
野
、

日
南
の
３
町
に
水
源

か
ん
養
林
を
設
け
る
事
業
に
取
り

組
み
、

同
市
水
道
局
は
９９
年
に
日

南
町
の
山
林
を
取
得
ぅ

境
港
市
も

１
９
８
１
年
に
同
町
の
山
林
を
水

源
か
ん
養
の
た
め
の
一市
民
の
森
」
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